
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン
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想郷 吉備中央町

人口のうごき （平成26年４月1日現在）
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愛育委員会活動報告 大和支部
　節分の日の２月３日、愛育委員、栄養委員が旬の食材を使った“体にやさし
いお弁当”を作り、80歳以上の一人暮らしの方々にお届けしました。
　お弁当を渡すと「ありがとうございます」と感謝の言葉をいただきました。
　家庭訪問中「趣味を持っておられますか？」「身体をしっかり動かされてい
ますか？」などお尋ねすると「カラオケをしています」「手芸が好きでやってい
ます」と答えられ、家の周りを見ると畑には色々な野菜を植えておられまし
た。皆さん、それぞれの生活スタイルを持ちながら、元気に過ごされていました。

　まだまだたくさんのお話を聞きたかったのですが、時間の都合により、少し
残念な気持ちで帰りました。帰り際には、皆さん笑顔で手を振りながら送ってく
ださいました。
　またいつか色々な話を聞きたいです。皆さんいつまでもお元気でお過ごしく
ださい。
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男　5,923人（△32）
女　6,504人（△24）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

栄養委員の活動紹介

　私たち栄養委員は、高齢者単独世帯や料理経験のない高齢者が一人暮らしになっ
た場合でも、元気でいられるよう簡単にできる調理実習や運動を取り入れた教室を
地域で行っています。

男性料理教室　～びぜんいきいきプロジェクト事業～

栄養委員より参加者からの感想
・料理の参考になった。家でも作ってみたい。
・自分で料理したものは、特別に美味しかった。
・奥さんのありがたみがわかった。これからは料理をしていきたい。
・地域の方たちと楽しく料理ができた。次回を楽しみにしています。

　今後も、皆さんが笑顔で元気に
いきいきと暮らせるよう、活動を続
けていきたいと思います。

食べたら体を動かし
ましょう♪
ん～。気持ち良い♪

美味しいのができたら
ええなぁ…

香典返し（金一封） 石田　和彦（下加茂）　　鎌坂　　隆（高谷）

広 報

2014

vol.115
５５
vol.115

大和中学校

吉川中学校

主な記事
・P02～特集 加賀中学校開校
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加茂川中学校

竹荘中学校
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■特　集 ■特　集

　平成26年４月１日から加茂川、竹荘、吉川、大和中学校が統合され、町内１中学校として加賀中学校（元
吉備北陵高等学校跡地）が267名の生徒を迎え開校しました。
　加賀中学校を紹介するとともに、3月末をもって閉校となった４中学校の閉校式を特集します。
� （開校式の模様は次号６月号へ掲載します）

～加賀中学校開校～

  

加
賀
中
学
校
の
概
要

■
設
立
ま
で
の
経
緯

　

平
成
24
年
２
月
７
日
、
第
１
回
吉
備
中
央

町
立
新
設
中
学
校
開
校
準
備
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
中
学
校
の
校
長
、
教
頭
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表
の
計
24
名
の
委
員
に
よ
り
、
加
賀
中

学
校
の
基
本
方
針
等
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
回
に
わ
た
っ
て
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
校
名
や
校
章
の
募
集
選
定
、
施
設

整
備
、
通
学
対
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
、
決

定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
は
、

施
設
整
備
を
開
始
。

進
入
路
と
な
る
道
路

や
橋
梁
の
改
良
、
学

校
改
修
を
行
い
、
開

校
に
向
け
準
備
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

■
教
育
目
標

　

加
賀
中
学
校
の
「
新
し
い
時
代
を
拓
く
子

ど
も
の
育
成
、
開
か
れ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
学

校
」
を
目
指
す
た
め
の
教
育
目
標
と
、
目
指

す
生
徒
像
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

○�

生
徒
の
誰
も
が
楽
し
く
学
び
、
一
人
ひ
と

り
に
応
じ
た
多
様
な
授
業
展
開
に
よ
っ

て
、
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
、「
生
き

る
力
・
豊
か
な
心
・
郷
土
愛
」
を
育
む
魅

力
あ
ふ
れ
る
学
校

○�

生
徒
と
教
職
員
が
、
温
か
い
信
頼
関
係
の

中
で
、
共
に
生
き
生
き
と
活
動
す
る
活
力

あ
ふ
れ
る
学
校

○�

地
域
に
開
か
れ
、
家
庭
や
地
域
と
の
多
岐

に
わ
た
る
連
携
・
協
力
を
推
進
し
、
生
徒
・

保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校

【
め
ざ
す
生
徒
像
】

○�

学
ぶ
意
味
を
考
え
、
学
習
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
生
徒

○�

他
人
を
思
い
や
り
大
切
に
し
、
共
に
支
え

合
う
生
徒

○�

自
主
性
・
創
造
性
に
富
み
、
目
標
の
達
成

に
向
け
て
努
力
を
続
け
る
生
徒

■
校
章
に
つ
い
て

　

加
賀
中
学
校
の
校
章
は
、
２
７
４
件
（
応

募
人
数
２
３
９
名
）
の
応
募
の
中
か
ら
北
野

公
一
さ
ん
（
和
歌
山
県
在
住
）
の
案
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

加
賀
中
学
校
の
「
か
」
の
文
字
を
校
章
の

メ
イ
ン
に
図
案
化
し
、
吉
備
高
原
及
び
統
合

す
る
４
校
を
宇
甘
川
の
清
流
で
イ
メ
ー
ジ
し

て
、豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
環
境
の
も
と
、

伸
び
や
か
に
大
き
く
成
長
し
て
い
く
加
賀
中

の
生
徒
の
姿

を
表
現
し
、

旧
来
の
校
章

の
形
式
と
は

異
な
っ
た
加

賀
中
の
校
章

に
仕
上
げ
ま

し
た
。

■
校
歌
に
つ
い
て

　

校
歌
の
作
詞
は
、
町
内
出
身
で
東
京
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
難な
ん

波ば

美み

枝え

子こ

さ
ん
と
貞さ
だ

住ず
み

昌ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん
、
作
曲
は
、
県
内
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
、
岡
山
市
在
住
の
歌
手
の
森も
り

原は
ら

顕け
ん

都と

さ
ん

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
校
歌
で
は
、
生
徒
が
自
然
豊
か
な

吉
備
中
央
町
か
ら
、
世
界
へ
と
大
き
く
羽
ば

た
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　

加
賀
中
学
校
校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

難
波
美
枝
子　

作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　

貞
住　

昌
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

森
原　

顕
都　

作
曲

一　

吉
備
の
空
を
行
く　

あ
の
鳥
の
よ
う
に

　
　

雄
々
し
く
高
く　

は
ば
た
こ
う

　
　

英
知
を
翼
に　

希
望
を
胸
に

　
　

未
来
に
向
か
う　

心
意
気

　
　

学
び
の
庭
に　

陽
射
し
あ
り

　
　

い
ざ　

わ
れ
ら
が
力　

加
賀
中
学
校

二　

吉
備
の
山
に
咲
く　

あ
の
花
の
よ
う
に

　
　

優
し
き
愛
を　

育
て
よ
う

　
　

友
愛
の
灯
は　

友
か
ら
友
へ

　
　

笑
顔
ひ
ろ
が
り　

世
界
へ
と

　
　

学
び
の
日
々
に　

平
和
な
る

　
　

い
ざ　

わ
れ
ら
が
誉
れ　

加
賀
中
学
校

三　

吉
備
の
野
辺
流
る　

あ
の
川
の
よ
う
に

　
　

風
雪
耐
え
て　

輝
け

　
　

心
も
体
も　

逞
し
か
れ
と

　
　

恩
師
の
励
ま
し　

背
に
受
け

　
　

学
び
の
三
年　

は
つ
ら
つ
と

　
　

い
ざ　

わ
れ
ら
が
栄
え　

加
賀
中
学
校

校
舎
の
完
成
引
渡
式
、

�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
出
発
式

　

２
月
28
日
、
加
賀
中
学
校
で
、
新
校
舎
と

ス
ク
ー
ル
バ
ス
６
台
の
引
渡
式
が
行
わ
れ
、

校
舎
改
修
請
負
業
者
で
あ
る
中
村
建
設
株
式

会
社
か
ら
施
設
の
鍵
及
び
目
録
、
岡
山
日
野

自
動
車
株
式
会
社
か
ら
は
記
念
の
鍵
が
町
長

に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
山
本
町
長
が
「
安
全
に
安
全
を

重
ね
、
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
運
行
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
運
行
委
託
先
で
あ
る
、
中
鉄
バ
ス
株
式

会
社
、
備
北
バ
ス
株
式
会
社
、
賀
陽
交
通
株

式
会
社
へ
記
念
の
鍵
が
渡
さ
れ
、
バ
ス
が
通

学
路
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

施 設 紹 介
ここでは、加賀中学校の
施設、設備の一部をご紹
介します。

職員室

PC ルーム

屋根にソーラーパネルが備えられた駐輪場

正門、校舎

図書室

体育館

普通教室

運動場

平成26年４月１日開校！
新たな学び舎

や平成26年４月１日開校！
新たな学び舎

や



45 広報きびちゅうおう  2014. ５月号 広報きびちゅうおう  2014. ５月号

「
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」と
感
謝
を
こ
め
て

～
加
茂
川
中
学
校
、竹
荘
中
学
校
、吉
川
中
学
校
、大
和
中
学
校
閉
校
式
～

　

３
月
末
を
も
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
、
４
中
学
校
。

　

卒
業
生
は
、
今
年
卒
業
し
た
３
年
生
を
含
め
、
合
わ
せ
て
１
３
，５
８
９
人
を
数
え
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
舎や

に
別
れ
を
告
げ
る
閉
校
式
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

閉校式終了後、記念碑の除幕式が行われました

加茂川中学校（３月17日）
●昭和61年４月、加茂川町立加茂川中学校として開校

●平成16年10月、吉備中央町立加茂川中学校へ改称

●卒業生　１，６３３人

吉川中学校（３月22日）
●昭和22年４月、上房郡吉川村立吉川中学校として開校
●昭和30年３月、賀陽町立吉川中学校へ改称
●平成16年10月、吉備中央町立吉川中学校へ改称
●卒業生　１，９３７人

竹荘中学校（３月22日）
●昭和22年３月、豊野・崇道・下竹荘中学校として開校
●昭和30年２月、賀陽町立竹荘中学校へ改称
●平成16年10月、吉備中央町立竹荘中学校へ改称
●卒業生　６，７４１人

大和中学校（３月16日）
●昭和22年３月、吉備郡大和村立大和中学校として開校
●昭和30年２月、賀陽町立大和中学校へ改称
●平成16年10月、吉備中央町立大和中学校へ改称
●卒業生　３，２７８人

生徒代表あいさつのあと、校訓の斉唱を参加者
全員で行いました

式にはさまざまな年代の卒業生が参加

卒業生の写真などが収められた記念誌が配布されま
した
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3
月
2
日
、
ハ
ー
ト
オ
ブ
お
か
や
ま
会
館
で
第
3
回
郷
土

歴
史
講
座
「
若
き
日
の
土
井
不
曇
」（
主
催
＝
町
図
書
館
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

土ど

井い

不う
ず
み曇
氏
（
１
８
９
５
年
～
１
９
４
５
年
）
は
町
内
井

原
出
身
の
物
理
学
者
で
、
世
界
的
に
有
名
な
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
相
対
性
理
論
に
異
を
唱
え
、
著
書
も
刊
行
し
、
国
内

外
に
大
き
な
反
響
を
与
え
ま
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は

不
曇
氏
の
反
論
の
誤
り
を
解
説
し
ま
し
た
が
、
不
曇
氏
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
反
相
対
性
理
論
を
貫
き
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

　

講
師
に
、岡
山
大
学
名
誉
教
授
の
行ゆ

き

安や
す

茂し
げ
る

氏（
広
面
出
身
）

を
招
い
て
行
わ
れ
た
講
座
で
は
、
当
時
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン 

日
本
で
相
対
性
理
論
を
語
る
』

（
講
談
社
）
や
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
東
京
大
学
講
義
録
』

（
大
竹
出
版
）な
ど
の
書
籍
を
取
り
上
げ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、不
曇
氏
が
母
校
の
金
川
高
校（
現
岡
山
御
津
高
校
）

へ
送
っ
た
感
謝
の
手
紙
や
、親
族
に
よ
る
手
記
も
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
は
、
不
曇
氏
の
長
年
に
わ
た
る
努
力
と
強
い
信
念
に

感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー

Ｊ
Ａ
Ｆ
ど
れ
み
グ
ル
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト

郷
土
歴
史
講
座「
若
き
日
の
土
井
不う

ず
み曇
」

　

３
月
８
日
、
町
内
で
日
帰
り
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
吉
備
中
央
町
で
の
田
舎
暮
ら
し
に
関
心
の
あ
る

人
に
実
際
に
吉
備
中
央
町
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
先
輩
移
住
者

や
地
域
の
方
と
の
交
流
と
町
内
の
生
活
環
境
体
験
を
通
し

て
、
移
住
先
と
し
て
吉
備
中
央
町
の
魅
力
を
実
感
し
て
も
ら

う
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ツ
ア
ー
に
は
、
県
内
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
か
ら
合
計
10
組
22
人
が
参
加
。
飛
躍
の
郷
ひ
だ
ま
り

で
、
先
輩
移
住
者
や
地
域
の
方
と
生
活
環
境
や
地
域
と
の
付

き
合
い
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
交
流
会
の
後
に
は
、
地
域
で
採
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
昼

食
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
道
の
駅
・
空
き
家
・
吉
備
高
原
都
市
や

転
入
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
見
学
も
行
い
、
町
内
の
様

子
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
５
組
の
参
加
者
が

吉
備
中
央
町
に
移
住
し
て
み
た
い
と
思
う
と
回
答
さ
れ
ま
し

た
。

　

３
月
７
日
、
上
竹
荘
公
民

館
で
、
県
内
を
中
心
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
コ
ン
サ
ー
ト
活

動
を
行
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
Ｆ

岡
山
支
部
ど
れ
み
グ
ル
ー

プ
」
に
よ
る
「
音
楽
で
親
子

で
楽
し
く
交
通
安
全
コ
ン

サ
ー
ト
～
Ｊ
Ａ
Ｆ
交
通
安
全

教
室
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
音
楽
を
通
じ
て
、
交
通
安
全
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
同
地
区
の
小

学
校
児
童
と
保
育
園
園
児
、
地
域
住
民
の
約
１
５
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
の
使
い
方

を
歌
詞
に
含
め
た
歌
を
全
員
で
合
唱
し
た
り
、
ク
イ
ズ
形
式

で
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
曲
が
演
奏
さ
れ
る
と
、
一
緒
に
口
ず

さ
ん
だ
り
、
手
拍
子
を
し
た
り
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

22
世
紀
の
理
想
郷（
ふ
る
さ
と
）

�

づ
く
り
講
演
会

　

３
月
25
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
前ま
え

田だ

竹た
け

雄お

さ
ん
（
黒
土
）
に
同
日
、
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記
念
品
、
祝
金

な
ど
が
、県
、町
、社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹
雄
さ
ん
は
上
房
郡
下
竹
荘
村
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭

和
16
年
に
ご
結
婚
、
農
業
で
生
計
を
た
て
３
人
の
お
子
さ
ん

を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、ご
夫
婦
で
吉
備
高
原
賀
陽
荘
へ
入
所
さ
れ
て
お
り
、

奥
さ
ま
の
顔
を
見
る
と
「
ニ
コ
ッ
」
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、「
毎
日
晩
酌
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
」
と

ご
家
族
が
述
べ
ら
れ
、
式
で
は
、
奥
様
と
二
人
で
掛
け
声
に

合
わ
せ
て
鏡
割
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

３
月
30
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
福ふ

く

﨑ざ
き

綾あ
や

子こ

さ
ん
（
上
竹
）
に
３
月
31
日
、
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記
念
品
、

祝
金
な
ど
が
、
県
、
町
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

綾
子
さ
ん
は
上
房
郡
豊
野
村
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和

８
年
に
ご
結
婚
、
農
業
で
生
計
を
た
て
４
人
の
お
子
さ
ん
を

育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
吉
備
高
原
賀
陽
荘
へ
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、「
賀
陽
荘
に
お
世
話
に
な
り
、
食
生
活

や
環
境
に
も
気
を
配
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
。
ま
た
、
病
弱

だ
っ
た
た
め
、
食
べ
物
や
飲
み
物
も
冷
た
い
も
の
よ
り
温
か

い
も
の
を
摂
取
す
る
な
ど
、
普
段
か
ら
身
体
に
気
を
つ
け
て

い
た
こ
と
。」
と
ご
家
族
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
会
で
は
、
曾
孫
か
ら
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈

ら
れ
、「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」
と
答
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
２
日
、
吉
備
プ
ラ
ザ
で

22
世
紀
の
理
想
郷
（
ふ
る
さ

と
）
づ
く
り
講
演
会
「
吉
備
中

央
町
を
ス
テ
キ
に
変
え
る
！
」

～
せ
か
い
の
か
み
や
ま
に
学
ぶ

～
（
主
催
＝
町
定
住
促
進
課
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
地
域
づ
く

り
の
先
進
事
例
を
学
び
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
活
動
に
役
立
て
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
外
の
住
民
79

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
徳
島
県
神
山
町
で
「
日
本
の

田
舎
を
ス
テ
キ
に
変
え
る
！
」
を
目
標
に
掲
げ
、
地
域
の
再

生
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
理

事
長
の
大お

お

南み
な
み

信し
ん

也や

さ
ん
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
過
去
の
失
敗
の
経
験
や
前
例
が
な
い
と
い
う

こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
ア
イ

デ
ア
を
生
か
さ
な
い
の
で

は
な
く
、
新
し
く
前
例
を

作
り
、
過
疎
化
に
対
し
て

立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
、
神
山
町
で

実
際
行
わ
れ
て
い
る
移
住

施
策
の
事
例
な
ど
を
交
え

な
が
ら
熱
心
に
語
ら
れ
ま

し
た
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

５
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成26年５月22日（木）
午前９時～正午

会場 下竹荘公民館
井原

コミュニティ
センター

相談
内容 行政相談・福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
５
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
５
月
20
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
26
年
５
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

納
付
を
お
願
い
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
２
日
㈪
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
領
収
書
に

添
付
さ
れ
て
い
る
納
税
証
明
書
は
、
車
検
を

受
け
る
際
に
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
さ
れ
る
方
は
、
納

期
限
前
日
ま
で
に
振
替
口
座
の
預
金
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。口
座
振
替
後
、

６
月
中
旬
頃
に
、
は
が
き
で
口
座
振
替
済

通
知
書
・
納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

住
所
を
変
更
し
た
場
合
、
購
入
や
譲
受
等

に
よ
り
所
有
者
に
な
っ
た
場
合
、
譲
渡
や
廃

車
、
盗
難
等
に
よ
り
所
有
者
で
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
必
ず
所
定
の
場
所
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
手
続
先
】

●
軽
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務
所　

　

〒
７
０
１

－

０
１
４
４

　

岡
山
市
北
区
久
米
１
７
７

－

３

�
☎
０
８
６

－

２
４
５

－

３
６
０
０

●
１
２
５
㏄
以
上
の
二
輪
車

　

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

　

〒
７
０
３

－

８
２
４
５

　

岡
山
市
中
区
藤
原
２
４

－

１
�

☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
７
２

●
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車

　

�

住
民
課
・
加
茂
川
総
合
事
務
所
・
吉
川
支

所
・
大
和
支
所
・
井
原
出
張
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

『
緑
の
募
金
』に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

森
林
を
は
じ
め
と
す
る
緑
資
源
は
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
護
等
、

地
球
環
境
の
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
私
た
ち
が
健
康
な
生
活
を
続
け
て

行
く
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
資
源

で
す
。

　

本
年
も
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

「
春
の
緑
化
推
進
運
動
」
が
行
わ
れ
、
こ
の

推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人

岡
山
県
緑
化
推
進
協
会
に
よ
る『
緑
の
募
金
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
、
吉
備
中
央
町
に
も
配
分
さ

れ
、地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

多
数
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
金
の
取
り
ま
と
め
に
つ
き
ま
し

て
は
、
区
長
・
班
長
さ
ん
へ
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
益
社
団
法
人　

岡
山
県
緑
化
推
進
協
会

�

☎
０
８
６

－

２
２
１

－

９
５
１
１

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

消費税法改正に伴い
公共施設の使用料等が変わりました。

　消費税法の改正により、平成26年４月１日から消費税率が５％から８％に引き上げられたこ
とに伴って、公共施設の使用料・手数料等の金額が変わりました。
　対象となる使用料・手数料等は、次のとおりです。金額等詳しくは、電話にてお問い合わせい
ただくか、町ホームページをご覧ください。

◆施設の使用料・利用料

◆その他の手数料・利用料など
※�水道料金・公共下水道使用料・農業集落排水処理施設使用料の改正については、広報きびちゅ
うおう４月号 (12・13ページ ) をご覧いただくか、水道課（☎0866－56－7134）までお問い
合わせください。

対　　　　　　象 お問い合わせ先
円城基幹集落センター 総務課� ☎0866－54－1313
都市公園 企画課� ☎0866－54－1314
ロマン高原かよう総合会館、長田ふれあいセンター、豊
岡いきいきプラザ、新山ほほえみセンター、新山ほほえ
みサロン、片山邸、アストロコテージガリレオ、交流促
進センター

協働推進課� ☎0866－54－1301

総合福祉センター、賀陽福祉センターミニゴルフ場 福祉課� ☎0866－54－1317
地域特産物総合交流促進施設、ラーバニスト小森の里、
ピオーネ生産団地倉庫棟、飛躍の郷「ひだまり」、農林
業体験研修棟ホール

農林課� ☎0866－54－1318

下加茂プレーパーク、鳴滝森林公園 建設課� ☎0866－54－1319
農村環境改善センター、井原コミュニティーセンター 加茂川総合事務所�☎0867－34－1111
上竹荘・納地・豊野・下竹荘・吉川・大和公民館、お祭
り会館、かもがわ総合スポーツ公園、かよう総合スポー
ツ公園、かもがわ武道館、吉備高原グラウンドゴルフ場

教育委員会� ☎0866－56－9191

対　　　　　　象 お問い合わせ先
告知放送設置負担金・放送料 企画課� ☎0866－54－1314
一般廃棄物処理手数料（指定ごみ袋）、墓地管理料、葬
祭用品・霊柩車 住民課� ☎0866－54－1316

下加茂診療所・新山診療所（文書料） 保健課� ☎0866－54－1326
通所型介護予防事業利用料、訪問型介護予防事業（配食
サービス）利用料 福祉課� ☎0866－54－1317

ハートフルタウン合併汚水処理施設使用料 定住促進課� ☎0867－34－1116
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住民基本台帳の閲覧状況を公表します
　住民基本台帳法の規定に基づき、平成25年度中の住民基本台帳閲覧状況を次のとおり公表し
ます。
■住民基本台帳法第11条による公的機関の閲覧

■住民基本台帳法第11条の２による法人・個人の閲覧

閲覧年月日 閲覧機関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成26年１月21日 自衛隊岡山地方
協力本部長

自衛官等の募集に
伴う広報

平成８年４月２日～平成９年４月
１日生まれの男子
平成11年４月２日～平成12年４
月１日生まれの男子

閲覧年月日 申出者の氏名 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成25年9月17日
一般社団法人
新情報センター
事務局長
平谷　伸次

内閣府からの委託に
よる「外交に関する
世論調査」の対象者
抽出

20歳以上の男女（竹荘：15件）

平成25年10月1日
一般社団法人
中央調査社

会長　西澤　　豊

ＮＨＫからの委託に
よる「防災とエネル
ギー調査」の対象者
抽出

16歳以上の男女（吉川：12件）

【お問い合わせ先】　住民課　☎0866－54－1316

70歳から74歳の方の医療機関での窓口負担のお知らせです !!
　平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方の窓口負担が２割になります
　■対象者　誕生日が昭和19年４月２日以降の方
　■２割となる時期
　　　　70歳の誕生月の翌月（ただし、１日が誕生日の方はその月）から
　　　　（例）�平成26年４月２日～５月１日に70歳の誕生日を迎える方は、５月の診療から２

割負担になります。
　■ご注意　一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。
　なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、70歳から２割負担となる方は、
69歳までと比べて上限額が下がります。

　�平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方の窓口負担は１割のまま変わ
りません

　■対象者　誕生日が昭和19年４月１日までの方
　■ご注意　一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です
　なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、この上限額も変わりません。

　詳しいことは、保健課医療保険班☎０８６６－５４－１３２６へお問い合わせください。

結核検診・肺がん検診のお知らせ
　レントゲン車が町内各所を巡回しますので、最寄りの会場で受診してください。
【対 象 者】　結 核 検 診：65歳以上の方
　　　　　 　肺がん検診：40歳以上の方　　※年齢基準日：平成27年４月１日

【検査料金】　無料

【日　　程】
期　日 実施場所 受付時間 期　日 実施場所 受付時間

５月23日
（金曜日）

（溝部）藤村昌之様宅横
（福沢）曽壁福沢倉庫前広場
笹目公会堂
新山ほほえみセンター
井原コミュニティセンター
豊岡いきいきプラザ
湯の瀬温泉前
ラーバニスト小森の里
（小森）浅田土建事務所前

9:20～ 9:35
9:50～10:05
10:20～10:30
10:55～11:05
11:30～11:50
13:25～13:45
13:55～14:15
14:30～14:45
15:00～15:15

５月28日
（水曜日）

下竹荘公民館
椿公会堂
（下竹）ライスセンター
（黒土）宮井昭夫様宅前
（豊野）森下誠一様宅前
（千守）岡田鉄夫様宅前
ロマン高原かよう総合会館

9:00～ 9:50
10:20～10:35
10:50～11:20
11:35～12:00
13:30～13:45
13:55～14:05
14:20～15:20

５月26日
（月曜日）

柿山集会所
（実方）小倉幸康様宅車庫前
円城基幹集落センター
飛躍の郷「ひだまり」
上田東共栄公会堂
（三納谷）石井和夫様宅車庫前
細田公会堂
和田公民館
長田ふれあいセンター

9:10～ 9:25
9:45～10:05
10:20～10:55
11:15～11:35
11:45～12:00
13:15～13:30
13:45～14:05
14:25～14:40
14:55～15:15

５月29日
（木曜日）

黒山京ぐろ倉庫
河内田公会堂
藤田公会堂
吉川公民館
おかやま酪農業協同組合
北老人ホーム
（湯山）遠藤光男様宅前

9:30～ 9:45
10:00～10:20
10:30～10:55
11:10～11:45
13:15～13:40
14:00～14:35
15:00～15:15

５月27日
（火曜日）

お祭り会館
美原集落センター
（高谷）長丸ふれあいセンター
高原上野公民館
業務商業ビル
竹部公民館
（広面）西信建設前
津賀小学校
役場加茂川庁舎

9:10～ 9:40
10:00～10:15
10:40～10:55
11:10～11:25
11:40～12:10
13:20～13:35
13:55～14:05
14:20～14:40
14:55～15:20

５月30日
（金曜日）

キョーエイ賀陽店
上竹荘公民館
室納生活センター
舞地選果場
大和公民館
東村ふれあい市場
梅戸石材店前
西生活センター

9:20～10:00
10:15～10:45
11:10～11:25
11:35～11:50
13:15～14:00
14:15～14:45
15:05～15:25
15:40～15:55

★喀痰検査：�50歳以上の方で、喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方は、受診をおす
すめします。レントゲン検査当日、検査料金400円（容器代含む）を支払い、３日分の痰を取っ
て郵送で提出します。

　結核・肺がん検診の受診票は、平成24年度、25年度に検診を受けられた方及び、今年度40歳
になられる方へ地区愛育委員さん等を通じてお配りしています。受診票をお持ちでない方で、受
診希望の方は保健課（☎０８６６－５４－１３２６）までご連絡ください。
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吉備中央町職員配置表（平成26年４月１日現在）
人事異動及び機構改革がありましたので、行政組織、機構図をお知らせします。

町　長 山本　雅則 副町長 岡田　　清 教育長 津島　雅章

局　　長� 芦田　啓次
局長補佐� 福田　要子

室　　長（会計管理者）� 山本　鉄夫
室長補佐（会計班長兼物品管理班長）
� 大倉　　通
主　　幹� 大森　初恵
主 事 補（新採用）� 長濵　紗希
課　　長　　　　　　　　　山根　啓史
課長補佐（財政班長）� 浅桐　　章
課長補佐（行政班長）� 石田　卓己
主　　幹� 早川　順治
主　　査� 古林　直樹
主　　査� 石伊　利光
主　　査� 石坂　晃則
主　　査� 楢嵜　秀徳
主　　査� 成本　昌代
主　　事� 田中那歌子
主 事 補� 小林　竜市
主 事 補（新採用）� 田淵　有佳
課　　長� 木村　二昭
課長補佐（収税班長）� 小林　幸治
課長補佐（課税班長）� 大木　一恵
主　　幹� 伊賀　裕典
主　　幹� 大月　道広
主　　査� 山本　裕紀
主　　査� 内藤　　実
主　　査� 飯田　星治
主　　事� 石井　　宏
主 事 補� 仁枝　愛美
主 事 補� 河内　哲人
主 事 補（新採用）� 吉井　健人
課　　長（兼吉備高原都市事務所長）
� 大塚　　実
参　　事（公聴広報班長）� 片山　健司
課長補佐（情報政策班長）� 中西　　功
課長補佐（総合政策班長）� 戸田　真吾
主　　幹� 片岡　昭彦
主　　査� 難波　　勇
主　　査� 石井　克延
主 事 補� 三波　由希

課　　長� 岡﨑　道雄
課長補佐（商工観光班長）� 丸山　節夫
課長補佐（地域振興班長）� 岸本　久夫
主　　幹� 片山　和子
主　　査� 戸田　健治
主　　査� 大木　善量
主　　事� 難波　美紀
主 事 補� 難波　亮太
課　　長（兼大和支所長）� 鴨崎　正一
課長補佐（戸籍住民班長）� 大月　好恵
課長補佐（生活環境班長）� 岡本　一志
主　　幹� 根本喜代香
主　　幹� 難波　陽子
主　　事� 小倉　慶一
主　　事� 横田　啓子
主 事 補� 藤森　広崇
（支 所 長� 鴨崎　正一）
主　　査� 堀　　恵子
支 所 長� 大月　久志
主　　査� 内藤　和恵
� 兼（主幹　古好　広徳）
課　　長� 土居　　進
参　　事� 早原　功記
課長補佐（社会福祉班長）� 平井　秀子
課長補佐（包括支援センター所長）　
� 石井　瑞枝
課長補佐（介護支援班長）� 葛原　邦子
主　　幹（障害福祉班長）� 亀山　勝則
主　　査� 髙島　雪絵
主　　査� 西﨑　順子
主　　査� 宮井久美子
主　　査� 永安　浩介
主　　事� 藤原真由美
保 健 師� 松田　良子  
主 事 補� 井川ちせい

嘱託：草地順子・森下幸子・難波美里

派遣：大木和子・瀬嶋由美子・髙見京子
　　　堀井啓子・土井純子

課　　長� 瀬尾　純子
参　　事� 千田　政子
課長補佐（子育て支援班長）�石井　純子
課長補佐（医療保険班長）� 杉原　宏典
主　　幹（地域保健班長）� 山本　敦志
主　　幹� 塚田　恵子
主　　査� 石伊　陽子
主　　査� 山本　昌幸
主　　査� 平澤　　瞳
主　　事� 犬飼　博昭
保 健 師� 石坂真由美
保 健 師� 伊藤しおり
保 健 師� 中倉　　萌
保 健 師� 小虎　泰之
栄 養 士� 伊達　道子
栄 養 士� 野瀬　昌代
課　　長� 小室　弘司
課長補佐（農業振興班長）� 山本　泰弘
主　　幹（林業振興班長）� 山口　文亮
主　　幹� 荒谷　哲也
主　　幹� 岡﨑　直樹
主　　査� 難波　勝也
主　　査� 西﨑　　肇
主　　査� 大木　信幸
主　　事� 池上　友弥
主　　事� 安延　直樹
主　　事� 難波　愛実
課　　長� 河内　永樹
課長補佐（用地班長）� 葛原　克則
課長補佐（建設班長兼技術検査班長 ）
� 河内啓一郎
課長補佐（農林土木班長）� 小谷　条治
課長補佐（建設副班長）� 髙見　知之
課長補佐（農林土木副班長）�富田　初誠
主　　幹� 三高　昌之
主　　査� 高見　佳孝
主　　査� 土居　正吾
主　　査� 片山　裕紀
主　　査� 津島　明範
主 事 補� 浮森　大輔
主 事 補� 山本　裕弘
主 事 補（新採用）� 石井　一輝
運 転 員� 仁澤　三男

所　　長（井原出張所長兼総合福祉センター所長）
� 大月　　弘
所長補佐（総務住民福祉班長兼農林建設班長）
� 冨士本里美
主　　幹� 草地　一恵
主　　査� 坂元　朋美
主　　査� 大藪　京子

主　　査� 小林　正恵

主　　査� 林　　正子

課　　長� 石坂　公宏
課長補佐（定住促進班長）� 奥野　充之
主　　幹� 大樫　隆志
主　　事（岡山県大阪事務所派遣）
� 松山　　慎
主 事 補� 植木　宏美
課　　長� 沼田　　力
参　　事（上水道班長）� 黒瀬　　貢
課長補佐（下水道班長）� 石田　三男
課長補佐（下水道副班長）� 髙森　　学
主　　幹� 能勢　恭行
主　　幹� 宮田　慎治
主　　幹� 大月　　豊
主　　査� 福原　　修
主　　査� 淺田　康正
主　　査� 大倉　弘規
主　　査� 上森　章由
局　　長（図書館長）� 藤森　一郎
参　　事（指導主事）� 中山　博文
局長補佐（生涯学習班長）� 杉山　芳子
局長補佐（教育総務班長）� 石井　文之
主　　幹� 歳原　雅則
主　　幹� 田原　茂美
主　　幹� 中山　　仁
主　　査� 清本　敦史
主　　査� 堀　　伸博
主　　査� 永安　裕美
主　　査� 山本　春美
主 事 補� 孝本　克人
社会教育指導員� 武田　公一
（所　　長� 大塚　　実）
主　　幹� 古好　広徳
社会福祉協議会事務局長� 瀬尾　　誠
高梁地域事務組合総務課長� 宮井　健次
岡山県後期高齢者医療広域連合
� 大隅さおり
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退　職　者
平成26年3月31日付
※（　　）は旧所属名

岩木　安恵（教育委員会参事）　　　　　河内　博子（吉川保育園園長）
片山　義孝（農業公社出向）　　　　　　鎌坂　京子（建設課主査）
入澤美由起（津賀幼稚園主任教諭）　　　甲矢　寛子（吉備高原幼稚園教諭）
柳原喜久恵（津賀小学校調理員）　　　　髙見真由美（豊野保育園嘱託保育士）
河原　優子（下竹荘保育園嘱託保育士）　丸山伊津子（津賀小学校嘱託校務員）

園　　　長� 定井　恵子

主任保育士� 杉山　孝子

保　育　士� 幸田多加子

調　理　員� 髙森　智弘

園　　　長� 宮井　景子

主任保育士� 石田　広子

保　育　士� 守屋ひかり

保　育　士（新採用）� 伊賀聡也佳

調　理　員� 森　五百子

嘱託保育士� 宮井　桂子

園　　　長� （兼　宮井　景子）

主任保育士� 土井　勝代

保　育　士� 岡﨑　加奈

保　育　士（新採用）� 藤井　奈緒

園　　　長� 菅野寿美子

主任保育士� 妹尾佐恵子

保　育　士� 山本　照美

調　理　員� 髙森千恵美

嘱託保育士� 難波　朋子

園　　　長� 秋山　尊子

主任保育士� 宮井　智子

保　育　士� 新山亜希子

保　育　士� 松田　真二

調　理　員� 難波　清美

嘱託保育士� 川上　智子

� （育休：松田智子・易　沙織）

園　　　長� 鈴木　栄子

主 任 教 諭� 易　慎太郎

嘱 託 教 諭� 行安　遵子

� （育休：伊賀麻美子）

園　　　長� 森本　貴子
主 任 教 諭� 喜田　典代
教　　　諭� 能勢　孝志
嘱 託 教 諭� 金谷まゆみ
園　　　長� 浮森　洋恵
主 任 教 諭� 田原　幸子
教　　　諭� 石田　珠巳
園　　　長� 綱嶋　洋子
主 任 教 諭� 楢嵜　日佳
教　　　諭� 田中　孝平
教　　　諭� 葛城　美佳

校　務　員� 山下　久子

校　務　員� 森下多恵子

校　務　員� 小倉　里美

校　務　員� 酒井由美子

調　理　員� 日名　早苗
調　理　員� 小倉小百合
調　理　員� 山本　茂美
嘱託校務員� 西川　　綾

調　理　員� 上村美津子

調　理　員� 大月　教子

校　務　員� 難波　勝代

主　　　任� 楢㟢　　晋
調　理　員� 山根　洋子
調　理　員� 坂口　恵子

調　理　員� 石井　京子

嘱 託 主 事� 渡邊　育枝

上
竹
荘
保
育
園

下
竹
荘
保
育
園

吉
川
保
育
園

大
和
保
育
園

津
賀
幼
稚
園

豊
野
保
育
園

吉備高原
幼稚園

吉　備
高原小

御北小

円城小

津賀小

大和小

吉川小

下竹荘小

上竹荘小

御　北
幼稚園

円　城
幼稚園

加賀中

竹荘給食
調理場

吉　川
調理場

大　和
公民館

人
事
異
動

�

〈
平
成
26
年
４
月
１
日
付
〉

学
校
教
職
員

�

※
転
任
の（　

）は
新
所
属

�

※
新
任
の（　

）は
旧
所
属

�

※
退
職
者
は
３
月
31
日
付

●
津
賀
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

岩
崎　

祥
誉
（
赤
磐
山
陽
東
小
）

講　
　

師　

藤
澤　

佳
子
（
円　

城　

小
）

●
円
城
小
学
校

▼
転
任

校　
　

長　

後
閑　

智
美
（
岡
山
石
井
小
）

講　
　

師　

青
山　

千
紘
（
岡
山
市
新
採
用
）

講　
　

師　

葛
原　

利
早
（
倉
敷
市
新
採
用
）

事
務
主
事　

小
林　

桃
子
（
真
庭
川
上
小
）

▽
新
任

校　
　

長　

石
田　

玲
子
（
大　

和　

小
）

栄
養
教
諭　

峯
園　

友
理
（
新　

採　

用
）

講　
　

師　

大
西　

信
吉
（
新　

採　

用
）

講　
　

師　

内
川　

利
枝
（
新　

採　

用
）

講　
　

師　

藤
澤　

佳
子
（
津　

賀　

小
）

臨
時
的
事
務　

中
村　

晴
美
（
大　

和　

小
）

●
御
北
小
学
校

▼
転
任

教　
　

頭　

江
本　

洋
子

�

（
総
社
総
社
西
小
・
校
長
昇
進
）

講　
　

師　

山
本
由
佳
里
（
岡
山
市
新
採
用
）

▽
新
任

教　
　

頭　

日
野　
　

秀
（
苫
田
香
々
美
小
）

教　
　

諭　

池
口
真
由
美
（
津
山
南
小
）

教　
　

諭　

林　
　
　

司
（
豊　

野　

小
）

●
上
竹
荘
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

鈴
村　

昌
昭
（
大　

和　

小
）

教　
　

諭　

山
根　

育
恵
（
総
社
常
盤
小
）

▽
新
任

校　
　

長　

菱
沼
真
由
美
（
総
社
常
磐
小
）

教　
　

諭　

片
山　

紀
子
（
高
梁
巨
瀬
小
）

講　
　

師　

宮
森　
　

徹
（
吉
備
高
原
小
）

●
豊
野
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

佐
藤
由
美
子
（
ま
き
び
支
援
）

教　
　

諭　

菅
野　

洋
一
（
吉　

川　

小
）

教　
　

諭　

林　
　
　

司
（
御　

北　

小
）

養
護
教
諭　

西
村
三
智
子
（
吉　

川　

小
）

栄
養
教
諭　

吉
岡
小
百
合
（
高
梁
落
合
小
）

講　
　

師　

佐
野　

瑛
二
（
加　

賀　

中
）

▽
新
任

教　
　

諭　

難
波　

香
織
（
総
社
常
磐
小
）

教　
　

諭　

三
宅　

浩
美
（
赤
磐
桜
ヶ
丘
小
）

養
護
教
諭　

坂
田
久
美
子
（
竹　

荘　

中
）

栄
養
教
諭　

吉
川　

直
美
（
高
梁
川
上
小
）

講　
　

師　

藤
野　

雄
大
（
新　

採　

用
）

講　
　

師　

新
田　

雄
貴
（
新　

採　

用
）

●
下
竹
荘
小
学
校

▼
転
任

校　
　

長　

山
本　

泰
弘
（
笠
岡
新
山
小
）

教　
　

頭　

笠
原　

智
彦

�

（
玉
野
玉
小
・
校
長
昇
進
）

▽
新
任

校　
　

長　

立
川　

一
女
（
赤
磐
山
陽
小
）

教　
　

頭　

三
宅　

政
道
（
瀬
戸
内
邑
久
小
）

●
吉
川
小
学
校

▼
転
任

教　
　

諭　

甲
平　

睦
美
（
高
梁
有
漢
東
小
）

教　
　

諭　

鈴
木　

秀
和
（
美
咲
美
咲
中
央
小
）

養
護
教
諭　

藤
井　

春
奈
（
赤
磐
磐
梨
小
）

▽
新
任

教　
　

頭　

東　
　

信
雄
（
備
前
市
教
委
）

教　
　

諭　

鳥
越　

理
恵
（
総
社
秦
小
）

教　
　

諭　

菅
野　

洋
一
（
豊　

野　

小
）

養
護
教
諭　

西
村
三
智
子
（
豊　

野　

小
）

臨
時
的
学
栄　

早
藤　

尚
美
（
加
茂
川
中
）

●
大
和
小
学
校

▼
転
任

教　
　

頭　

石
田　

玲
子 （
円　

城　

小
）

臨
時
的
事
務　

中
村　

晴
美 （
円　

城　

小
）

▽
新
任

教　
　

頭　

鈴
村　

昌
昭
（
上
竹
荘
小
）

事
務
副
参
事　

板
谷　

清
子
（
加
茂
川
中
）

●
吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
任

教　
　

頭　

池
上　

純
治
（
岡
山
浦
安
小
）

教　
　

諭　

太
田
亜
沙
美
（
総
社
総
社
北
小
）

講　
　

師　

宮
森　
　

徹
（
上
竹
荘
小
）

▽
新
任

教　
　

頭　

河
本　

知
枝
（
津
山
誠
道
小
）

教　
　

諭　

上
平
奈
々
子
（
新　

採　

用
）

教　
　

諭　

市
川　

麻
弥
（
赤
磐
山
陽
小
）

●
加
茂
川
中
学
校

▼
転
任

校　
　

長　

福
山　

哲
明
（
備
前
日
生
中
）

教　
　

頭　

岡
本　

恵
子
（
加　

賀　

中
）

主
幹
教
諭　

貝
貫　

孝
夫
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

森　
　

義
明
（
備
前
伊
里
中
）

教　
　

諭　

中
島　

康
子
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

藤
井　

輝
彦
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

鈴
井　

晴
久
（
ま
き
び
支
援
）

教　
　

諭　

中
塚　
　

優
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

木
口　

知
美
（
加　

賀　

中
）

講　
　

師　

利
守　

志
保
（
和　

気　

町
）

養
護
教
諭　

三
宅　

郁
子
（
加　

賀　

中
）

事
務
副
参
事　

板
谷　

清
子
（
大　

和　

小
）

臨
時
的
学
栄　

村
上　

尚
美
（
吉　

川　

小
）

●
竹
荘
中
学
校

▼
転
任

校　
　

長　

古
矢　

道
弘
（
加　

賀　

中
）

教　
　

頭　

江
田　

厚
生
（
赤
磐
磐
梨
中
）

教　
　

諭　

高
見　

和
宏
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

野
口　
　

修
（
高
梁
川
上
中
）

教　
　

諭　

竹
田　

悦
子
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

重
村
真
由
美
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

上
仲　

昌
子
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

笠
岡　

甲
一
（
玉
野
宇
野
中
）

教　
　

諭　

葛
原　

義
晃
（
加　

賀　

中
）
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■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

◎�

に
こ
に
こ
体
操
ク
ラ
ブ
生
募
集
！

　

自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
み
ん

な
で
椅
子
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
軽
い
運
動
し

ま
せ
ん
か
。

　

■
日　

時
／
５
月
８
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

　
　
　
　
　
　

※
毎
月
第
２
木
曜
日
開
催

　

■
場　

所
／
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

■
受
講
料
／
５
０
０
円

　

■
持
参
品
／�

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
・
水
分
補
給

の
飲
み
物
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た

は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

◎�

春
の
草
木
展

　

■
日　

時
／
４
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※
27
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

■
場　

所
／
豊
野
公
民
館

　

豊
野
公
民
館
山
野
草
ク
ラ
ブ
員
が
丹
精
込

め
て
育
て
た
山
野
草
を
展
示
し
ま
す
。

◎�

吉
川
地
区
体
育
祭

※
今
年
度
よ
り
開
始
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

　

■
日　

時
／
６
月
８
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～

　

■
場　

所
／
旧
吉
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊�

雨
天
の
場
合
は
体
育
館
で
ミ
ニ
体
育
祭
を

行
い
ま
す
の
で
、
各
自
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

吉
川
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
０
２
０

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

◎
か
よ
う
備
中
神
楽
伝
承
道
場
生
徒
募
集

　

神
楽
を
舞
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

年
齢
に
関
係
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

■
日　

時
／�

毎
週
火
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　

■
場　

所
／�

上
竹
荘
公
民
館　

和
室

　

■
講　

師
／�

酒
井
俊
治
（
木
野
山
社
中
）

　

■
連
絡
先
／�

上
竹
荘
公
民
館
ま
で

上
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－
１
７
８
４

公
民
館
コ
ー
ナ
ー

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

河
田　
和
枝
選
（
投
句
者
125
名
）

「
佳
作
」

　
　
　

あ
り
が
と
う
今
日
が
そ
の
時
門
出
の
日�

森
尾　

光
陽

　
　
　

試
合
出
て
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
俺
が
打
つ�

松
久　

大
也

　
　
　

が
ん
ば
っ
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
選
手�

木
永　

和
章

　
　
　

芽
を
出
し
た
夢
の
数
だ
け
あ
る
希
望�

小
谷　

仁
美

　
　
　

お
め
で
と
う
門
出
を
祝
う
卒
業
式�

土
居
亜
矢
香

「
三
光
」

　

人　
踏
み
出
せ
ば
別
の
世
界
が
見
え
て
く
る�

檜
皮　

美
穂

　

地　
飛
び
出
そ
う
自
分
で
決
め
た
区
切
り
線�

上
田　

陸
人

　

天　
出
る
ゴ
ミ
の
行
く
場
も
決
め
ず
再
稼
動�

井
上
菜
々
子

《
一
般
の
部
》�

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
27
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

国
越
え
て
助
け
舟
出
す
五
輪
の
情�

田
中　

敦
子

　
　
　

家
を
出
た
主
居
ぬ
部
屋
広
く
見
え�

小
林　

幸
子

　
　
　

出
荷
す
る
野
菜
も
少
し
化
粧
す
る�

河
田　

和
枝

　
　
　

ソ
チ
五
輪
夢
に
飛
び
出
す
大
舞
台�

前
田　

澄
江

　
　
　

謝
っ
て
す
む
ひ
と
言
が
言
い
出
せ
ぬ�

木
内　

と
み

「
三
光
」

　

人　
工
面
し
た
金
だ
と
知
っ
て
い
る
門
出�

宮
脇　

和
恵

　

地　
出
不
精
を
春
風
誘
う
花
の
下�

早
原
登
美
子

　

天　
真
っ
白
な
地
図
を
抱
い
て
子
の
門
出�

黒
瀬　

嘉
子

＊５月の課題は「心」、６月の課題は「口」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。
　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

日
光
の
「
い
ろ
は
坂
」
を
ば
車
に
て
草
津
へ
泊
り
し
想
ひ
出
遥
か�

土
居　

於
栄

「
バ
ッ
テ
リ
ー
」組
み
し
旧
友
急
逝
す「
カ
ー
ブ
」を
投
げ
し
顔
夢
に
見
る�

山
㟢
し
げ
る

紅
梅
の
蕾
の
下
で
蕗
の
と
う
土
を
持
ち
上
げ
こ
こ
に
春
だ
よ�

亀
森　

澄
子

笑
む
事
も
慎
し
み
耐
え
た
三
年
間
弾は

じ

け
て
ほ
し
い
未
来
の
為
に�

土
居　

照
代

見
た
者
の
心
を
染
め
る
梅
の
花
無
垢
な
乙
女
の
恋
の
色
か
な�

小
谷　

仁
美

ま
づ
咲
く
と
い
ふ
か
ら
手
折
ら
れ
細
々
と
上
の
方
に
咲
く
満
作
の
花�

難
波　

良
子

三
十
軒
に「
健
診
の
知
ら
せ
」配
り
行
け
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
朝
の
音
聞
こ
ゆ�

河
内　

晶
子

明
治
よ
り
続
き
し
名
家
も
継
ぐ
子
な
く
人
手
に
渡
り
若
者
来
た
る�

國
只
由
紀
子

種
水
を
溜
め
置
く
こ
と
と
田
へ
い
そ
ぐ
八
十
の
男
の
頑
張
り
が
あ
り�

中
山　

文
恵

又
一
つ
齢
を
重
ね
て
農
作
業
ひ
と
り
で
馬
鈴
薯
植
え
て
春
風�

山
本　

豊
子

放
送
川
柳
　
平
成
26
年
３
月
秀
句　

題
「
出
る
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

講　
　

師　

大
倉
万
由
子
（
美
作
市
新
採
用
）

養
護
教
諭　

坂
田
久
美
子
（
豊　

野　

小
）

事
務
副
参
事　

塚
本
美
代
子
（
加　

賀　

中
）

●
吉
川
中
学
校

▼
転
任

校　
　

長　

竹
井　

孝
充
（
備
前
片
上
小
）

教　
　

頭　

佐
藤　

秀
則
（
玉
野
八
浜
中
）

指
導
教
諭　

沼
本　

和
子
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

佐
々
木　

大
（
井
原
木
之
子
中
）

教　
　

諭　

西
岡　
　

升
（
加　

賀　

中
）

講　
　

師　

前
田　

泰
博
（
備　

前　

市
）

講　
　

師　

行
友
は
る
か
（
加　

賀　

中
）

●
大
和
中
学
校

▼
転
任

校　
　

長　

本
行　

隆
司
（
井
原
芳
井
中
）

教　
　

頭　

菅
野　

孝
江
（
総
社
総
社
東
中
）

指
導
教
諭　

菊
楽　

達
夫
（
総
社
総
社
西
中
）

教　
　

諭　

小
嶋　

誉
恵
（
高
梁
高
梁
北
中
）

教　
　

諭　

洲
脇　
　

浩
（
加　

賀　

中
）

教　
　

諭　

髙
見　

明
子
（
加　

賀　

中
）

講　
　

師　

田
中　
　

歩
（
笠　

岡　

市
）

講　
　

師　

野
口　

敏
史
（
井　

原　

市
）

養
護
教
諭　

田
口　

明
美
（
高
梁
高
梁
北
中
）

事
務
主
任　

上
森　

康
枝
（
高
梁
高
梁
小
）

●
加
賀
中
学
校

▽
新
任

校　
　

長　

古
矢　

道
弘
（
竹　

荘　

中
）

教　
　

頭　

岡
本　

恵
子
（
加
茂
川
中
）

主
幹
教
諭　

貝
貫　

孝
夫
（
加
茂
川
中
）

指
導
教
諭　

沼
本　

和
子
（
吉　

川　

中
）

教　
　

諭　

中
島　

康
子
（
加
茂
川
中
）

教　
　

諭　

藤
井　

輝
彦
（
加
茂
川
中
）

教　
　

諭　

中
塚　
　

優
（
加
茂
川
中
）

教　
　

諭　

木
口　

知
美
（
加
茂
川
中
）

教　
　

諭　

高
見　

和
宏
（
竹　

荘　

中
）

教　
　

諭　

竹
田　

悦
子
（
竹　

荘　

中
）

教　
　

諭　

重
村
真
由
美
（
竹　

荘　

中
）

教　
　

諭　

上
仲　

昌
子
（
竹　

荘　

中
）

教　
　

諭　

葛
原　

義
晃
（
竹　

荘　

中
）

教　
　

諭　

西
岡　
　

升
（
吉　

川　

中
）

教　
　

諭　

洲
脇　
　

浩
（
大　

和　

中
）

教　
　

諭　

髙
見　

明
子
（
大　

和　

中
）

教　
　

諭　

上
野　

義
人
（
和
気
和
気
中
）

教　
　

諭　

田
上　

美
緒
（
新　

採　

用
）

教　
　

諭　

野
口　

悠
一
（
新　

採　

用
）

講　
　

師　

佐
野　

瑛
二
（
豊　

野　

小
）

講　
　

師　

行
友
は
る
か
（
吉　

川　

中
）

講　
　

師　

中
島　

信
二
（
新　

採　

用
）

養
護
教
諭　

三
宅　

郁
子
（
加
茂
川
中
）

事
務
副
参
事　

塚
本
美
代
子
（
竹　

荘　

中
）

●
退
職
者

御
北
小
学
校　
　

教　

諭　
　

岡
﨑
多
香
子

上
竹
荘
小
学
校　

校　

長　
　

赤
岸　

隆
一

吉
川
小
学
校　
　

教　

頭　
　

赤
木　

美
子

吉
川
小
学
校　
学
校
栄
養
職
員�　

瀬
尾　

好
美

吉
備
高
原
小
学
校　

教　

諭　
　

竹
竝　

誠
一

吉
川
中
学
校　
　

教　

諭　
　

神
頭　

亮
太

吉備中央町愛育委員会・栄養改善協議会　合併10周年記念事業

健康づくりのための住民公開講座
　私たち愛育委員・栄養委員は地域の皆さまの健康づくりを応援しています。
　合併10周年を迎え、今後さらに地域の皆さまと健康づくりを進めるため、公開講座を開催します。
　お友達をお誘いの上、ぜひご参加ください。

●日　　時　平成26年５月10日（土）
　　　　　　午前９時40分～午前11時10分（午前９時15分受付）
●会　　場　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール　
●記念講演　減塩で健康寿命を延ばそう～高血圧・慢性腎臓病から身を守る～
●講　　師　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　　　　ＣＫＤ・ＣＶＤ地域連携・心腎血管病態解析学　
　　　　　　教授　前

まえ

島
しま

洋
よう

平
へい

　先生
●内　　容
　�　国民の健康に重大な影響を及ぼす慢性腎臓病は、高血圧・糖尿病がその発症・進展に関わっており、生活食
事指導、薬物療法等による進行予防が可能となりつつあります。

　�　今回の講演では、腎臓の働き、特徴、検査、腎臓病の治療法、栄養指導（減塩等）の重要性、地域での取り
組みなどについてご紹介します。

●お申し込み　お申し込みは、下記の電話番号へ事前にお申し込みください。
　　　　　　　吉備中央町愛育委員・栄養改善協議会事務局（保健課内）
　　　　　　　☎０８６６－５４－１３２６
●申込期限　平成26年５月２日（金）
●主　　催　吉備中央町愛育委員会・吉備中央町栄養改善協議会

参加費
無　料
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お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

平
成
25
年
度
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
座
の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

多
重
債
務【
無
料
】法
律
相
談
会
開
催

憲
法
週
間
行
事
に
つ
い
て

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
と
し
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
就
業
に
関
す

る
基
礎
知
識
や
エ
ク
セ
ル
３
級
程
度
の
パ
ソ

コ
ン
基
本
操
作
等
を
習
得
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
講
座
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
受
付

　

平
成
26
年
４
月
25
日
㈮
か
ら
５
月
９
日
㈮

ま
で
に
受
講
申
込
書
を
郵
送
で
ウ
ィ
ズ
セ
ン

タ
ー
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
受
講
期
間

　

平
成
26
年
５
月
27
日
㈫
～
７
月
２
日
㈬　

　

期
間
内
の
毎
週
火
～
金
曜
日
の
22
日
間

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
会　

場　

 

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
編
：
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー

　
（
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

ス
キ
ル
編
：
岡
山
市
内
（
会
場
未
定
）

■�

応
募
資
格　

結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護

等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
で
22
日
間
出
席
で
き
る
方

■
受
講
料　

無
料　

　

※�

た
だ
し
、
教
材
費
・
検
定
受
験
料
は
実

費
負
担
（
合
計
１
万
円
程
度
）

■
募
集
人
数

　

各
回
15
名
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

〒
７
０
０

－

０
８
０
７

　
　

岡
山
市
北
区
南
方
２

－

13

－

１

　
　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
F

　
　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
０
８
６

－

２
３
５

－

３
３
０
７

　

頼
り
に
な
る
弁
護
士
。
司
法
書
士
が
多
重

債
務
問
題
の
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
主　

催　

岡
山
県
・
岡
山
弁
護
士
会
・
岡

　
　
　
　
　

山
県
司
法
書
士
会

■
日　

時　

５
月
24
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
予　

約　

不
要

　
　
　
　
　
（
当
日
会
場
で
先
着
順
に
受
付
）

■
会　

場　

岡
山
市
北
区
南
方
２

－

13

－

１

　
　
　
　
　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
５
階

　

多
重
債
務
に
陥
っ
た
ら
一
刻
も
早
く
相
談

を
。

図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

5月号

出会いの
号

扉
2014年 ５月の休館日

３日～６日
12日　18日
19日　26日

＜一般書＞　�
　葉太は、ある夢を叶える
ために一人でニューヨーク
を訪れる。まさに夢が叶う
というその瞬間、財布やパ
スポートが入ったバッグを
盗まれ大ピンチに。つまら
ない羞恥心と虚栄心が邪魔
して、犯人を追いかけるこ
とも領事館に助けを求める
こともできないまま、葉太
はニューヨークを彷徨い続
ける。極限の状態になった
葉太は…？
�（ロマン高原かよう図書館）

＜児童書＞　�
　はじめてひとりでおばあ
ちゃんの家におとまりする
ことになったエイミーは、
かばんにみっつのたからも
のを入れていきます。夜、
目をさましてさみしくなっ
たので、エイミーはひとつ
めのたからもの「しましま
のマット」をとりだします。
するとふしぎなことが…。
� （かもがわ図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

あみだだだ 谷川俊太郎／福音館書店 か

きこえる？ はいじまのぶひこ／福音館書店 か

パピプペポーおんがくかい かこさとし／偕成社 ロ

おばけのおうちいりませんか？ せきゆうこ／ PHP研究所 ロ

児　

童　

書

フットボール・アカデミー　1～3 トム・パーマー／岩崎書店 か

はじめての大好きキャラおえかき らぶキャラブックス編集部／学研 か

ふたり 福田隆浩／講談社 ロ

おもしろ野球クイズ100 学研教育出版 ロ

一
般
実
用
書

庭先でつくるトロピカルフルーツ 米本仁巳／農文協 か

柿渋染めの和紙あそび 寺田昌道・慶子／木魂社 か

人生はニャンとかなる！ 水野敬也／文響社 ロ

世界の夢の図書館 エクスナレッジ ロ

一
般
読
み
物

首折り男のための協奏曲 伊坂幸太郎／新潮社 か

首都崩壊 髙嶋哲夫／幻冬舎 か

風の向こうへ駆け抜けろ 古内一絵／小学館 ロ

インフェルノ　上・下 ダン･ブラウン／アスキー･メディアワークス ロ

お
は
な
し
の
へ
や
５月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～午前10時50分
　　　 ８日（木）かもがわ図書館
　　　22日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　17日（土）かもがわ図書館

出 演 おはなしやさん

『舞　台』
西 加奈子／著　講談社

『ひとりで
� おとまりしたよるに』
フィリパ・ピアス／文
ヘレン・クレイグ／絵
さくまゆみこ／訳
徳間書店

・�

努
力
し
て
も
借
金
を
返
せ
な
い
状
況
に

陥
っ
た
ら
、
返
済
の
た
め
に
新
た
に
借
金

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・�

一
刻
も
早
く
多
重
債
務
の
相
談
窓
口
に
連

絡
し
て
、
法
律
専
門
家
（
弁
護
士
・
司
法

書
士
）
の
支
援
を
得
て
解
決
策
を
検
討
し

ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
４
６

　

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
昭
和
22
年
５
月
３
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
施
行
を
記
念
し
、

国
の
成
長
を
期
す
る
た
め
に
こ
の
日
が
憲
法

記
念
日
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
及
び
弁
護
士

会
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日
を
中
心
と
す

る
５
月
１
日
か
ら
同
月
７
日
ま
で
の
１
週
間

を
憲
法
週
間
と
し
、
次
の
行
事
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１　

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、家
屋
、交
通
事
故
、金
銭
の
貸
借
、

離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
ど
も
の
非
行
・
人

権
、
登
記
な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
事
前

申
込
み
不
要
）

■
開
催
日　

５
月
８
日
㈭

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場　

所　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

29

　
　
　
　
　

岡
山
弁
護
士
会
館
会
議
室

■
担　

当　

�

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方
法

務
局

※�

当
日
、
駐
車
場
の
混
雑
が
見
込
ま
れ
ま
す

の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

２　

見
学
、
裁
判
の
傍
聴
等

⑴�

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
、
裁
判
の
傍

聴

　

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
は
、
随
時
、

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
事
前
に
人
数
や
時

間
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
裁
判
は
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
で
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

⑵
検
察
庁
の
見
学

　

検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

３　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

⑴�

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設
、
裁
判

員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
及
び
裁
判
の
傍
聴

に
つ
い
て

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

42

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広
報
係

�

☎
０
８
６
ー
２
２
２

－

６
７
７
１

⑵
検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

３

－
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岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
８
６
７

４月からの購読雑誌
◆雑誌はどうやって選ぶ？
　�年間を通しての貸出し頻度、社
会・地域などの必要情報、利用者
の要望を考え合わせ、決定してい
ます。
◆平成26年度の雑誌は？
　�広い視野で経済、産業はもちろん
国際的な情報も読める雑誌を提
供し、「発信していく吉備中央町」
の応援をします。
◆雑誌も借りられるの？
　�各雑誌の最新号以外は、貸出が
できます。

テーマ かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

情 報 クーリエジャポン� （月刊）
季刊地域� （季刊）

ニューズウィーク�（週刊）
子どもの科学� （月刊）

家庭・料理
CHANTO� （月刊）
レタスクラブ� （隔週）
暮らしの手帖� （隔月刊）

ESSE エッセ� （月刊）
オレンジページ� （隔週）
かぞくのじかん� （季刊）

育 児 クーヨン� （季刊）ひよこクラブ� （月刊）

趣 味
すてきにハンドメイド�（月刊）
サライ� （月刊）

コットンタイム� （隔月）
男の隠れ家� （月刊）
天然生活� （月刊）

健 康 からだにいいこと� （月刊）きょうの健康� （月刊）
読 み 物 婦人公論� （月刊）文藝春秋� （月刊）
地元情報誌 LILIO リリオ� （季刊）オセラ� （月刊）
＊『現代農業』『タウン情報おかやま』は両館にあります
＊『CHANTO』は『すてきな奥さん』が生まれ変わって創刊

NEW

NEW

NEWNEW
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でとう満1歳

便

石
井
乃
々
花
ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

い
し
い

の

の

か

平成25年５月29日生まれ

素敵な笑顔の、ののちゃん！
これからも家族みんなで笑顔でいよーね！

『岩倉山ウォーキング』参加者募集!!
　新緑の季節!!待ちに待ったゴールデンウイークに、岡山県のど真ん中に
位置する岩倉山で楽しい1日を過ごしてみませんか？

●日　　時　平成26年5月3日（土・祝日）雨天決行
　　　　　　受付　午前10時～　　出発　午前10時30分～

●集合場所 円城ふるさと村（円城基幹集落センター）

●コ  ー  ス いわくら公園周辺（3㎞コース・5㎞コース）

●参  加  費 500円

【お申し込み・お問い合わせ先】

　道の駅かもがわ円城　　　☎0867-34-1717
　吉備中央町観光協会（協働推進課内）
　　　　　　　　　　　　☎0866-54-1301

（昼食代込み）

　心温まるおもてなしでお迎えします。皆さまのご参加をお待ちしています。

2021 広報きびちゅうおう  2014. ５月号 広報きびちゅうおう  2014. ５月号

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
瀧た
き

川か
わ

有ゆ

紀き

さ
ん
の
「
宝
物
～
た
だ
の
紙
飛
行
機
～
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「宝物～ただの
� 紙飛行機～」
瀧
たき

川
かわ

　有
ゆ

紀
き
さん

（平成25年度吉川中学校卒業）

「
自
分
に
と
っ
て
の
宝
物
は
？
」

そ
う
聞
か
れ
た
ら
、
き
っ
と
多
く
の
人
は
こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
。

「
友
達
や
家
族
な
ど
。」

自
分
に
と
っ
て
大
切
な
物
と
は
何
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
に
よ
っ
て
違
う
に
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
友
達
や
家
族
は
、

私
に
と
っ
て
も
生
き
て
い
く
中
で
絶
対
に
失
い
た
く
な
い
大
切
な

存
在
だ
。
し
か
し
、
私
に
は
も
う
一
つ
宝
物
が
あ
る
。
今
も
大
切

に
し
ま
っ
て
い
る
宝
物
が
。
そ
れ
は
新
聞
の
広
告
で
作
っ
た
紙
飛

行
機
だ
。
そ
う
、ど
こ
に
で
も
あ
る
広
告
で
作
っ
た
紙
飛
行
機
だ
。

き
れ
い
な
色
で
も
な
く
、形
が
整
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

本
当
に
ど
こ
に
で
も
あ
る
、
た
だ
の
紙
飛
行
機
だ
。

　

私
の
祖
父
は
、
私
が
ま
だ
保
育
園
に
通
っ
て
い
た
頃
に
病
気
で

亡
く
な
っ
た
。
私
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
、
祖
父
と
遊
ん
だ
り

し
た
事
を
正
直
、
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中

で
も
、
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

祖
父
は
数
ヶ
月
、病
気
で
入
院
し
て
い
た
。そ
の
頃
に
私
が
通
っ

て
い
た
保
育
園
で
発
表
会
が
あ
っ
た
。私
は
無
邪
気
に「
じ
い
ち
ゃ

ん
、
発
表
会
、
見
に
来
て
ね
。」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
ら
し
い
。

祖
父
は
、
当
然
、
見
に
来
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
日
は
、
母
と

祖
母
が
見
に
来
て
く
れ
た
。
が
ん
ば
っ
た
事
を
報
告
し
よ
う
と
後

日
、
祖
父
を
お
見
舞
い
に
行
っ
た
。

　

病
室
に
入
っ
た
と
き
の
事
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
私
は

ま
る
で
何
年
ぶ
り
か
で
祖
父
に
会
い
に
行
っ
た
よ
う
な
勢
い
で
、

祖
父
に
飛
び
つ
い
た
。
祖
父
の
枕
元
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
一

枚
の
写
真
、
発
表
会
の
時
の
私
の
写
真
。
し
か
も
、
大
き
く
伸
ば

さ
れ
、
額
に
入
れ
て
あ
っ
た
私
の
写
真
だ
。

　

祖
父
は
病
気
で
き
っ
と
も
の
す
ご
く
苦
し
か
っ
た
は
ず
だ
。
痛

く
て
、
ど
ん
ど
ん
衰
え
て
い
く
体
が
つ
ら
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
祖
父
は
、
そ
の
写
真
を
い
つ
も
見
て
い
て
く
れ
た

ら
し
い
。
そ
の
写
真
は
、
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
日
ま
で
、
ず
っ
と

病
室
の
ベ
ッ
ド
に
飾
ら
れ
て
い
た
。

　

祖
父
は
、
ど
ん
な
時
で
も
私
達
の
前
で
は
決
し
て
辛
い
顔
を
見

せ
な
か
っ
た
。
い
つ
も
明
る
い
声
で
私
達
を
迎
え
て
く
れ
た
。
涙

が
出
る
ほ
ど
苦
し
い
日
も
き
っ
と
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、

い
つ
も
、お
見
舞
い
で
い
た
だ
い
た
果
物
を
「
ゆ
き
、い
る
か
？
」

と
、
私
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
私
は
病
室
で
の
祖
父
は
、
笑
顔

の
祖
父
し
か
思
い
出
せ
な
い
。

　

あ
る
日
、
私
が
お
見
舞
い
に
行
く
と
、
祖
父
は
何
も
言
わ
ず
広

告
を
折
り
始
め
た
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
何
、
折
る
ん
？
」「
後
で
わ
か
る
わ
ぁ
。」
ベ
ッ

ド
の
横
で
見
て
い
る
と
、
そ
れ
は
ど
ん
ど
ん
完
成
し
て
い
く
。
そ

れ
は
、紙
飛
行
機
だ
っ
た
。
普
通
の
。
投
げ
た
ら
自
分
の
所
に
ち
ゃ

ん
と
も
ど
っ
て
く
る
と
い
う
紙
飛
行
機
だ
。祖
父
は
、何
度
か
ベ
ッ

ド
の
上
で
飛
ば
し
て
見
せ
た
。

「
戻
っ
て
く
る
な
ぁ
」

そ
う
言
っ
て
笑
い
な
が
ら
、
そ
っ
と
私
に
渡
し
て
く
れ
た
。
私
は

そ
の
時
の
情
景
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

私
は
、
祖
父
の
お
見
舞
い
に
行
き
、
祖
父
と
過
ご
す
時
間
が
楽

し
か
っ
た
。
病
室
で
の
出
来
事
は
、
今
も
私
の
思
い
出
の
中
で
輝

い
て
い
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
祖
父
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
保
育

園
の
先
生
に
抱
き
つ
き
私
は
泣
い
た
。
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
泣
い

た
の
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。

　

私
の
部
屋
に
は
今
も
紙
飛
行
機
が
あ
る
。他
の
人
か
ら
見
る
と
、

本
当
に
た
だ
の
紙
飛
行
機
だ
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
折
り
紙
で
折
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
で
も
、
病
気
で
辛
い
思
い
を
し
た
祖
父

が
作
っ
て
く
れ
た
紙
飛
行
機
だ
。
体
に
た
く
さ
ん
の
管
を
通
し
て

苦
し
み
な
が
ら
祖
父
が
作
っ
て
く
れ
た
紙
飛
行
機
だ
。
た
っ
た
一

人
、
わ
た
し
の
た
め
に
と
病
室
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
作
っ
て
く
れ
た

紙
飛
行
機
だ
。
し
わ
し
わ
の
手
で
一
生
懸
命
作
っ
て
く
れ
た
紙
飛

行
機
だ
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
私
の
部
屋
の
机
の
上
に
ず
っ
と
飾
ら

れ
て
い
る
。
今
も
、
こ
れ
か
ら
も
。

　

祖
父
は
ど
ん
な
想
い
で
こ
の
紙
飛
行
機
を
折
っ
て
く
れ
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
紙
飛
行
機
で
、「
大
切
な
の
は
外
見
で
は
な
い
」
と

い
う
事
を
、
祖
父
は
私
に
伝
え
て
く
れ
た
。
大
切
な
の
は
そ
こ
に

込
め
ら
れ
た
気
持
ち
だ
と
い
う
事
を
、
私
に
教
え
て
く
れ
た
。
そ

れ
は
祖
父
が
し
わ
し
わ
の
手
で
折
っ
て
く
れ
た
紙
飛
行
機
だ
か
ら

こ
そ
、
伝
わ
っ
た
想
い
な
の
だ
と
思
う
。

　

自
分
に
と
っ
て
大
切
な
物
と
は
何
だ
ろ
う
。
そ
の
答
え
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
違
う
だ
ろ
う
。「
宝
物
」は
自
分
に
し
か
分
か
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
人
の
宝
物
も
大
切
に
し
た
い
と
思
う
。
今
、

自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
物
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
一
生
懸
命
に

守
っ
て
い
き
た
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
人
が
大
切
に
し
て
い
る

物
も
一
生
懸
命
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

祖
父
が
作
っ
て
く
れ
た
紙
飛
行
機
は
、
決
し
て
遠
く
ま
で
は
飛

ば
な
い
。
け
れ
ど
、
い
つ
も
自
分
の
所
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
。

そ
れ
が
、祖
父
が
し
わ
し
わ
の
手
で
私
の
た
め
に
作
っ
て
く
れ
た
、

私
の
自
慢
の
宝
物
だ
。
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
、
平
成
26
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
各
中

学
校
の
写
真
で
す
。
閉
校
式
で
は
多

く
の
卒
業
生
が
参
加
し
、
閉
校
と
な

る
母
校
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま

し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
閉
校
式
は
、
広
報
担
当
と
し
て
、

ま
た
、
母
校
の
卒
業
生
と
し
て
取
材

に
臨
み
ま
し
た
。

　
母
校
の
校
歌
や
校
訓
を
聞
く
こ
と

も
こ
れ
が
最
後
だ
と
思
う
と
、
昔
の

思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
と
と

も
に
、
１
万
３
千
人
余
り
の
卒
業
生

の
方
々
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
４
中
学
校
が
閉
校
す
る
寂
し

さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
閉
校
式
の
生
徒

代
表
あ
い
さ
つ
で
「
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
加
賀
中
学
校

を
作
っ
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
を
聞

き
、
未
来
へ
の
希
望
や
期
待
が
生
ま

れ
、
決
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
が

持
っ
て
い
た
伝
統
が
薄
れ
て
い
か
な

い
こ
と
も
確
信
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
材
に
あ
た
り
、
撮
影
に

快
く
ご
協
力
い
た
だ
い
た
在
校
生
、

卒
業
生
の
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

石
井

　第８回吉備中央町文化協会総合文化祭
　３月８日、９日、ロマン高原かよう総合会館で、「第８回吉備中央町文化協
会総合文化祭」（主催＝吉備中央町文化協会）が開催され、同会員が日頃の活
動の成果を発表しました。
　展示の部では、書道、写真、布絵本、絵手紙など、力作揃いの作品が会館内
に展示され来場者を楽しませていました。
　２日目には、同会館内ホールにおいて「ステージ発表」が行われ、詩吟、日
本舞踊、大正琴、コーラス、オカリナなど、それぞれの分野で華やかなステー

　日ごろの訓練の成果を競う
　３月９日、かよう総合スポーツ公園で、吉備中央町消防団操法訓練大会が
行われ、ポンプ車操法の部４チーム、小型ポンプ操法の部５チームが訓練の
成果を競い合いました。
　開会式では、選手を代表して御北分団第２部の岸

きし
本
もと
秀
ひで
樹
き
団員が「訓練の成

果をいかんなく発揮し、正々堂々操法することを誓います」と力強く選手宣
誓を行いました。
　競技では多くの団員が見守る中、操法技術の正確性や迅速性を競いました。
　なお、審査の結果は次のとおりで、ポンプ車操法の部で優勝した御北分団は、
５月に岡山県消防学校で開催される県大会に出場されます。（敬称略）

　吉備中央町中学生国際交流研修団報告会および嘉ぁちゃんのふる里でふれあい座談会
　３月15日、ロマン高原かよう総合会館で「平成25年度吉備中央町中学生国際交流研修団報告会および嘉ぁちゃ
んのふる里でふれあい座談会」が開催されました。
　報告会では、昨年８月に行われた吉備中央町中学生国際交流研修事業に参加した８名の中学生が、訪問先であ
る中国でのホームステイなどで学んだことや感じたことを発表しました。
　続いて行われた座談会ではパナソニック㈱リサイクル事業推進室の横

よこ
枕
まくら
光
みつ
則
のり
さんと町国際化推進協会の井

いの
上
うえ
弘
ひろ

志
し
会長を囲んで行われ、横枕さんが「この協会を通して、国際交流に参加し、世界に目を向け、国際感覚を身に

つけてください」と話されました。
　また、町文化協会所属の合唱団体「レモングラス」によるコーラスの披露や中国茶が参加者へ振る舞われ、会
場は終始和やかな雰囲気に包まれていました。

ジが披露されました。また、３月31日をもって閉校となった町内４中学校生徒有志による校歌斉唱も行われま
した。２日間で約600名が来場され、町の文化活動を楽しみました。

【ポンプ車操法の部】
優　勝　御北分団
準優勝　円城分団
【小型ポンプ操法の部】
優　勝　御北分団
準優勝　円城分団
【ポンプ車操法の部優秀番員】
指揮者　円城分団　楢

なら
嵜
さき
秀
ひで
徳
のり

１番員　御北分団　髙
たか
見
み
章
しょう
一
いち
郎
ろう

２番員　御北分団　藤
ふじ
田
た
和
かず
也
なり

３番員　御北分団　山
やま
本
もと
英
えい
治
じ

４番員　御北分団　土
ど
居
い
充
みち
明
あき

【小型ポンプ操法の部優秀選手】
指揮者　御北分団　岸

きし
本
もと
秀
ひで
樹
き

１番員　御北分団　金
かな
森
もり
雅
まさ
弘
ひろ

２番員　御北分団　吾
ご
浦
うら
彰
あき
洋
ひろ

３番員　豊野分団　前
まえ
嶋
しま
元
もと
夫
お

「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
観
察
ガ
イ
ド
」

�

が
完
成
し
ま
し
た

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
観
察
箇
所
を
写

真
や
地
図
な
ど
で
見
や
す
く
ま
と
め

た「
観
察
ガ
イ
ド
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
５
月
に
町
へ
飛
来
す
る

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
観
察
を
目
的
に
、

県
外
か
ら
訪
れ
る
野
鳥
愛
好
者
の
方

た
ち
へ
、
町
の
生
物
多
様
性
と
の
関

わ
り
を
解
り
や
す
く
ま
と
め
た
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
観
察
ガ
イ
ド
で
、

平
成
25
年
度
に
町
と
岡
山
大
学
が
協

働
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。
今
年
５

月
か
ら
道
の
駅
や
案
内
所
な
ど
で
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
飛
来
す
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

観
察
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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ＢEＧＩＮコンサート2014
●公　 演 　日　平成26年７月13日（日）
　　　　　　　　開場：午後４時45分
　　　　　　　　開演：午後５時30分
●会　　　　場　ロマン高原かよう総合会館
　　　　　　　　レインボーホール
●チケット販売　
　　■吉備中央町内先行販売（販売中）
　　　ロマン高原かよう総合会館、加茂川総合事務所、
　　　吉川支所、大和支所
　　■一般発売　平成26年５月24日（土）発売開始
　　　発売プレイガイド　チケットぴあ／ローソンチケット、ロマン高原かよう総合会館（吉備中央町）
　　　　　　　　　　　　ぎんざやプレイガイド（岡山）／インディスク（倉敷）
●チケット料金（全席指定席・税込）
　　一般（高校生以上）6,500円　　小・中学生1,000円
　　※未就学児童は、無料。
　　　（保護者の方のお席で膝の上でご覧ください。ただし、お席が必要な場合は、小中学生チケットが必要です）
　　　小学生のみでの入場はできません。

●主　　　　催　　ロマン高原かよう総合会館
　　企画制作／アミューズ ･ HAPPY  HEADS  MUSIC　後援／テイチクエンタテインメント
　　協力／BEGIN  OFFCIAL  FAN  CLUB「かりゆしネット」

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎０８６６－５４－１３０１


